
千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
７
人
）

第
５
分
団
長
　
　
　
齊
藤
　
昭
司

第
５
副
分
団
長
　
　
奈
良
　
寛
一

第
９
副
分
団
長
　
　
土
屋
　
一
志

第
13
副
分
団
長
　
　
大
木
　
信
宏

部
長
　
石

　
章
友
（
９‐

１
）

部
長
　
行
方
　
満
弘
（
11‐

３
）

部
長
　
並
木
　
　
寿
（
12‐

３
）

精
勤
章
（
13
人
）

第
８
副
分
団
長
　
　
小
川
　
洋
一

第
１
副
分
団
長
　
　
油
橋
　
正
紀

部
長
　
今
関
　
教
男
（
１‐

１
）

部
長
　
小
川
　
桂
三
（
13‐

１
）

班
長
　
小
川
　
　
剛
（
５‐

１
）

班
長
　
加
瀬
　
和
也
（
９‐

１
）

班
長
　
川
島
　
　
猛
（
10‐

２
）

班
長
　
浅
野
　
　
一
（
12‐
３
）

班
長
　
早
野
　
英
一
（
13‐
４
）

団
員
　
依
田
　
卓
爾
（
２‐

６
）

団
員
　
伊
藤
　
文
博
（
７‐

１
）

団
員
　
髙
知
尾
　将
士
（
10‐

１
）

団
員
　
小
野
崎
　 

孝
（
11‐

２
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
監
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
監
章
（
14
人
）

部
長
　
石
渡
　
和
信
（
１‐

３
）

部
長
　
古
井
　
　
睦
（
２‐

１
）

部
長
　
萩
原
　
伸
和
（
２‐

３
）

部
長
　
鈴
木
　
剛
寿
（
２‐

５
）

部
長
　
中
川
　
武
則
（
４‐

６
）

部
長
　
葛
馬
　
裕
明
（
４‐

７
）

部
長
　
青
木
　
智
朗
（
５‐

１
）

部
長
　
粕
谷
　
寿
一
（
５‐

３
）

部
長
　
小
泉
　
好
信
（
６‐

１
）

部
長
　
並
木
　
明
人
（
８‐

３
）

部
長
　
小
川
　
雄
大
（
10‐

３
）

部
長
　
石
井
　
達
也
（
11‐

２
）

部
長
　
鈴
木
　
玲
恭
（
13‐

３
）

団
員
　
石
井
　
寿
一
（
12‐

１
）

財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章
（
３
人
）

本
部
付
分
団
長
　
石

　
幸
雄

本
部
付
分
団
長
　
井
野
　
德
茂

第
11
副
分
団
長
　
古
谷
　
和
明

精
勤
章
（
10
人
）

第
10
分
団
長
　
　 

秋
葉
　
嘉
樹

第
１
分
団
長
　
　 

石
渡
　
順
一

第
６
副
分
団
長
　
綿
貫
　
直
樹

第
２
副
分
団
長
　
安
井
　
久
雄

第
10
副
分
団
長
　
鈴
木
　
勝
弘

部
長
　
伊
東
　
靖
文
（
８‐

１
）

部
長
　
小
川
　
順
市
（
10‐

１
）

部
長
　
土
屋
　
典
彦
（
12‐

１
）

部
長
　
石
橋
　
一
弥
（
10‐
２
）

部
長
　
鈴
木
　
敬
則
（
13‐
４
）

財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章
（
４
人
）

第
２
分
団
長
　
　
佐
藤
　
慎
也

第
６
分
団
長
　
　
今
井
　
秀
人

第
８
分
団
長
　
　
三
角
　
正
一

団
員
　
斉
藤
　
和
生
（
11‐

１
）

精
勤
章
（
９
人
）

部
長
　
田
中
　
道
敏
（
２‐

７
）

部
長
　
佐
々
木
　武
史
（
３‐

２
）

部
長
　
篠
塚
　
公
昭
（
４‐

１
）

部
長
　
髙
野
　
正
智
（
６‐

２
）

部
長
　
釡
形
　
欣
也
（
７‐

１
）

部
長
　
大
曽
根
　正
勝
（
11‐

１
）

班
長
　
小
川
　
雄
一
（
７‐

１
）

班
長
　
篠
原
　
正
洋
（
13‐

２
）

団
員
　
川
島
　
　
始
（
10‐

１
）

山
武
市
長
表
彰
（
15
人
）

部
長
　
石
井
　
祥
司
（
２‐

４
）

部
長
　
布
施
　
峰
男
（
３‐

１
）

部
長
　
櫻
田
　
　
隆
（
３‐

３
）

部
長
　
髙
田
　
　
剛
（
３‐

４
）

部
長
　
髙
橋
　
一
浩
（
５‐

２
）

部
長
　
岩
井
　
正
義
（
６‐

３
）

部
長
　
石
渡
　
秀
樹
（
７‐

２
）

部
長
　
櫻
井
　
　
晋
（
９‐

２
）

班
長
　
長
嶋
　
良
紀
（
８‐

２
）

班
長
　
小
川
　
英
二
（
10‐

２
）

班
長
　
秋
葉
　
　
聖
（
10‐

３
）

班
長
　
望
月
　
義
文
（
11‐

２
）

班
長
　
北
田
　
章
人
（
13‐

１
）

団
員
　
松
本
　
佳
之
（
７‐

１
）

団
員
　
押
田
　
行
雄
（
12‐

２
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰
（
16
人
）

部
長
　
末
吉
　
功
樹
（
２‐

２
）

部
長
　
川
嶋
　
英
充
（
４‐

４
）

部
長
　
渡
邉
　
博
道
（
４‐

５
）

部
長
　
鈴
木
　
孝
佳
（
12‐

２
）

部
長
　
鈴
木
　
雄
一
（
13‐

２
）

班
長
　
實
方
　
正
則
（
１‐

１
）

班
長
　
小
川
　
洸
明
（
２‐

７
）

班
長
　
戸
村
　
浩
章
（
５‐

２
）

班
長
　
加
瀬
　
　
勝
（
６‐

２
）

班
長
　
並
木
　
正
樹
（
７‐

２
）

班
長
　
遠
藤
　
篤
史
（
８‐

１
）

班
長
　
髙
橋
　
秀
明
（
９‐

２
）

班
長
　
加
藤
　
文
章
（
11‐

１
）

団
員
　
髙
葭
　
　
勉
（
３‐

２
）

団
員
　
朝
日
　
俊
胤
（
９‐

１
）

団
員
　
土
屋
　
公
一
（
10‐

２
）

優
良
部
特
別
表
彰

第
４
分
団
第
１
部
（
白
幡
）

第
３
分
団
第
２
部
（
小
泉
・
富
口
・

　
富
田
幸
谷
）

　新春恒例の山武市消防出初式が１月 11 日に挙行されました。
式には、花澤団長以下427人の消防団員と東消防署・山武分署
の消防署員が参列。総指揮者の勇ましい号令の下、式典が進め
られ、消防活動に永年活躍された 91 人と２団体の皆さんが表彰
されました。
　受章者（敬称略、順不同）（　）内は、部名

平成２６年山武市消防出初式

宝くじ助成事業で
地域コミュニティの活性化

　八田神輿保存会では自治総合セ
ンターが実施する平成 25 年度コ
ミュニティ助成事業を活用して、
お神輿のお飾りを購入しました。
　これからも地域の伝統行事の保
存と地域の方 と々更なる交流が深
まることが期待されます。

成
東
地
区

　淺
葉

　治
雄

　氏

　１
月
１
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
（
成

東
地
区
）
と
し
て
淺
葉
治
雄
氏
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
９
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
活
動
し
、
人
権
へ
の
関
心
を
高
め

る
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
所
を
随
時
開

設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
人
権
相
談
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
相
談
日
は
、
20
頁
各
種
無
料
相
談
窓

口
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
左
千
夫
短
歌
大
会
は
１
月
26
日
に
選

者
中
西
洋
子
先
生
を
迎
え
、
成
東
文
化

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
１
３
８
首
（
一
般
１
５
７

首
・
小
学
生
１
３
２
６
首
・
中
学
生
１

７
１
３
首
・
高
校
生
９
４
２
首
）
が
集

ま
り
ま
し
た
。
各
部
の
左
千
夫
賞
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

一
般
の
部
　
　
一
宮
町
　
森
田
　
満
子

　
花
火
す
る
若
き
ら
の
中
に
君
の
声

　
　
あ
り
て
今
宵
の
闇
は
楽
し
き

小
学
生
の
部
　
九
十
九
里
町
立
豊
海
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
興
志

　
夏
空
に
キ
ー
ン
と
飛
ん
で
く
白
い
球

　
　
ぼ
く
は
打
っ
た
ぞ
力
の
か
ぎ
り

中
学
生
の
部
　
東
金
市
立
東
金
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
桃
果

　
水
田
に
微
か
に
昇
る
水
蒸
気

　
　
晴
れ
渡
る
朝
に
春
の
訪
れ

高
校
生
の
部
　
千
葉
県
立
成
東
高
校

伊
藤
　
　
航

　
竜
巻
が
雄
叫
び
上
げ
て
渦
を
巻
く

　
　
青
春
の
私
の
心
の
よ
う
に

問
　
歴
史
民
俗
資
料
館
　☎

(82)
２
８
４
２

中
小
企
業
表
彰

　
　京
相
製
管
株
式
会
社

　
積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
千
葉
県
内
の
中
小
企
業

や
商
店
街
な
ど
を
表
彰
す
る
、
千
葉
の

ち
か
ら
「
中
小
企
業
表
彰
」
に
平
成
25

年
度
は
山
武
市
か
ら
、「
京
相
製
管
株

式
会
社
」
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
国
土
緑
化
運
動
ポ
ス

タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
公
益
社
団
法

人
千
葉
県
緑
化
推
進
委
員
会
主
催
）
で
、

市
内
の
小
中
学
生
の
作
品
が
多
数
入
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
緑
の
募
金
」

を
活
用
し
、
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
、
県
下
の
小
・
中
学
校
か
ら
１

万
１
１
９
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
省
略
）

特

　
　選

　
日
向
小
　
　
５
年
　
山
口
　
樹
哉

入

　
　選

　
南
郷
小
　
　
５
年
　
阿
部
　
奈
桜

佳

　
　作

　
山
武
北
小
　
２
年
　
松
本
　
那
奈
子

　
成
東
小
　
　
３
年
　
宮
澤
　
一
希

　
大
平
小
　
　
３
年
　
渡
辺
　
七
海

　
南
郷
小
　
　
６
年
　
髙

　
大
誠

　
山
武
南
中
　
１
年
　
尾
髙
　
ち
は
や

　
山
武
南
中
　
１
年
　
野
老
　
美
乃
里

 

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　 

淺
葉
氏
を
委
嘱

第
62
回
左
千
夫
短
歌
大
会

い
　
ま

山
武
市
の
企
業
が
千
葉
の
ち
か
ら

　
　中
小
企
業
表
彰
を
受
け
ま
し
た
！

国
土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

あ
さ
ば

は
る
お
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千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
７
人
）

第
５
分
団
長
　
　
　
齊
藤
　
昭
司

第
５
副
分
団
長
　
　
奈
良
　
寛
一

第
９
副
分
団
長
　
　
土
屋
　
一
志

第
13
副
分
団
長
　
　
大
木
　
信
宏

部
長
　
石

　
章
友
（
９‐

１
）

部
長
　
行
方
　
満
弘
（
11‐

３
）

部
長
　
並
木
　
　
寿
（
12‐

３
）

精
勤
章
（
13
人
）

第
８
副
分
団
長
　
　
小
川
　
洋
一

第
１
副
分
団
長
　
　
油
橋
　
正
紀

部
長
　
今
関
　
教
男
（
１‐

１
）

部
長
　
小
川
　
桂
三
（
13‐

１
）

班
長
　
小
川
　
　
剛
（
５‐

１
）

班
長
　
加
瀬
　
和
也
（
９‐

１
）

班
長
　
川
島
　
　
猛
（
10‐

２
）

班
長
　
浅
野
　
　
一
（
12‐

３
）

班
長
　
早
野
　
英
一
（
13‐

４
）

団
員
　
依
田
　
卓
爾
（
２‐

６
）

団
員
　
伊
藤
　
文
博
（
７‐

１
）

団
員
　
髙
知
尾
　将
士
（
10‐

１
）

団
員
　
小
野
崎
　 

孝
（
11‐

２
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
監
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
監
章
（
14
人
）

部
長
　
石
渡
　
和
信
（
１‐

３
）

部
長
　
古
井
　
　
睦
（
２‐

１
）

部
長
　
萩
原
　
伸
和
（
２‐

３
）

部
長
　
鈴
木
　
剛
寿
（
２‐

５
）

部
長
　
中
川
　
武
則
（
４‐

６
）

部
長
　
葛
馬
　
裕
明
（
４‐

７
）

部
長
　
青
木
　
智
朗
（
５‐

１
）

部
長
　
粕
谷
　
寿
一
（
５‐

３
）

部
長
　
小
泉
　
好
信
（
６‐

１
）

部
長
　
並
木
　
明
人
（
８‐

３
）

部
長
　
小
川
　
雄
大
（
10‐

３
）

部
長
　
石
井
　
達
也
（
11‐

２
）

部
長
　
鈴
木
　
玲
恭
（
13‐

３
）

団
員
　
石
井
　
寿
一
（
12‐

１
）

財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章
（
３
人
）

本
部
付
分
団
長
　
石

　
幸
雄

本
部
付
分
団
長
　
井
野
　
德
茂

第
11
副
分
団
長
　
古
谷
　
和
明

精
勤
章
（
10
人
）

第
10
分
団
長
　
　 

秋
葉
　
嘉
樹

第
１
分
団
長
　
　 

石
渡
　
順
一

第
６
副
分
団
長
　
綿
貫
　
直
樹

第
２
副
分
団
長
　
安
井
　
久
雄

第
10
副
分
団
長
　
鈴
木
　
勝
弘

部
長
　
伊
東
　
靖
文
（
８‐

１
）

部
長
　
小
川
　
順
市
（
10‐

１
）

部
長
　
土
屋
　
典
彦
（
12‐

１
）

部
長
　
石
橋
　
一
弥
（
10‐

２
）

部
長
　
鈴
木
　
敬
則
（
13‐

４
）

財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章
（
４
人
）

第
２
分
団
長
　
　
佐
藤
　
慎
也

第
６
分
団
長
　
　
今
井
　
秀
人

第
８
分
団
長
　
　
三
角
　
正
一

団
員
　
斉
藤
　
和
生
（
11‐

１
）

精
勤
章
（
９
人
）

部
長
　
田
中
　
道
敏
（
２‐

７
）

部
長
　
佐
々
木
　武
史
（
３‐

２
）

部
長
　
篠
塚
　
公
昭
（
４‐

１
）

部
長
　
髙
野
　
正
智
（
６‐

２
）

部
長
　
釡
形
　
欣
也
（
７‐

１
）

部
長
　
大
曽
根
　正
勝
（
11‐

１
）

班
長
　
小
川
　
雄
一
（
７‐

１
）

班
長
　
篠
原
　
正
洋
（
13‐

２
）

団
員
　
川
島
　
　
始
（
10‐

１
）

山
武
市
長
表
彰
（
15
人
）

部
長
　
石
井
　
祥
司
（
２‐

４
）

部
長
　
布
施
　
峰
男
（
３‐

１
）

部
長
　
櫻
田
　
　
隆
（
３‐

３
）

部
長
　
髙
田
　
　
剛
（
３‐

４
）

部
長
　
髙
橋
　
一
浩
（
５‐

２
）

部
長
　
岩
井
　
正
義
（
６‐

３
）

部
長
　
石
渡
　
秀
樹
（
７‐

２
）

部
長
　
櫻
井
　
　
晋
（
９‐

２
）

班
長
　
長
嶋
　
良
紀
（
８‐

２
）

班
長
　
小
川
　
英
二
（
10‐

２
）

班
長
　
秋
葉
　
　
聖
（
10‐

３
）

班
長
　
望
月
　
義
文
（
11‐

２
）

班
長
　
北
田
　
章
人
（
13‐

１
）

団
員
　
松
本
　
佳
之
（
７‐

１
）

団
員
　
押
田
　
行
雄
（
12‐

２
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰
（
16
人
）

部
長
　
末
吉
　
功
樹
（
２‐

２
）

部
長
　
川
嶋
　
英
充
（
４‐

４
）

部
長
　
渡
邉
　
博
道
（
４‐

５
）

部
長
　
鈴
木
　
孝
佳
（
12‐

２
）

部
長
　
鈴
木
　
雄
一
（
13‐

２
）

班
長
　
實
方
　
正
則
（
１‐

１
）

班
長
　
小
川
　
洸
明
（
２‐

７
）

班
長
　
戸
村
　
浩
章
（
５‐

２
）

班
長
　
加
瀬
　
　
勝
（
６‐

２
）

班
長
　
並
木
　
正
樹
（
７‐

２
）

班
長
　
遠
藤
　
篤
史
（
８‐

１
）

班
長
　
髙
橋
　
秀
明
（
９‐

２
）

班
長
　
加
藤
　
文
章
（
11‐

１
）

団
員
　
髙
葭
　
　
勉
（
３‐

２
）

団
員
　
朝
日
　
俊
胤
（
９‐

１
）

団
員
　
土
屋
　
公
一
（
10‐

２
）

優
良
部
特
別
表
彰

第
４
分
団
第
１
部
（
白
幡
）

第
３
分
団
第
２
部
（
小
泉
・
富
口
・

　
富
田
幸
谷
）

　新春恒例の山武市消防出初式が１月 11 日に挙行されました。
式には、花澤団長以下427人の消防団員と東消防署・山武分署
の消防署員が参列。総指揮者の勇ましい号令の下、式典が進め
られ、消防活動に永年活躍された 91 人と２団体の皆さんが表彰
されました。
　受章者（敬称略、順不同）（　）内は、部名

平成２６年山武市消防出初式

宝くじ助成事業で
地域コミュニティの活性化

　八田神輿保存会では自治総合セ
ンターが実施する平成 25 年度コ
ミュニティ助成事業を活用して、
お神輿のお飾りを購入しました。
　これからも地域の伝統行事の保
存と地域の方 と々更なる交流が深
まることが期待されます。

成
東
地
区

　淺
葉

　治
雄

　氏

　１
月
１
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
（
成

東
地
区
）
と
し
て
淺
葉
治
雄
氏
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
９
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
活
動
し
、
人
権
へ
の
関
心
を
高
め

る
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
所
を
随
時
開

設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
人
権
相
談
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
相
談
日
は
、
20
頁
各
種
無
料
相
談
窓

口
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
左
千
夫
短
歌
大
会
は
１
月
26
日
に
選

者
中
西
洋
子
先
生
を
迎
え
、
成
東
文
化

会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
１
３
８
首
（
一
般
１
５
７

首
・
小
学
生
１
３
２
６
首
・
中
学
生
１

７
１
３
首
・
高
校
生
９
４
２
首
）
が
集

ま
り
ま
し
た
。
各
部
の
左
千
夫
賞
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

一
般
の
部
　
　
一
宮
町
　
森
田
　
満
子

　
花
火
す
る
若
き
ら
の
中
に
君
の
声

　
　
あ
り
て
今
宵
の
闇
は
楽
し
き

小
学
生
の
部
　
九
十
九
里
町
立
豊
海
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
興
志

　
夏
空
に
キ
ー
ン
と
飛
ん
で
く
白
い
球

　
　
ぼ
く
は
打
っ
た
ぞ
力
の
か
ぎ
り

中
学
生
の
部
　
東
金
市
立
東
金
東
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
　
桃
果

　
水
田
に
微
か
に
昇
る
水
蒸
気

　
　
晴
れ
渡
る
朝
に
春
の
訪
れ

高
校
生
の
部
　
千
葉
県
立
成
東
高
校

伊
藤
　
　
航

　
竜
巻
が
雄
叫
び
上
げ
て
渦
を
巻
く

　
　
青
春
の
私
の
心
の
よ
う
に

問
　
歴
史
民
俗
資
料
館
　☎

(82)
２
８
４
２

中
小
企
業
表
彰

　
　京
相
製
管
株
式
会
社

　
積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
千
葉
県
内
の
中
小
企
業

や
商
店
街
な
ど
を
表
彰
す
る
、
千
葉
の

ち
か
ら
「
中
小
企
業
表
彰
」
に
平
成
25

年
度
は
山
武
市
か
ら
、「
京
相
製
管
株

式
会
社
」
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
国
土
緑
化
運
動
ポ
ス

タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
公
益
社
団
法

人
千
葉
県
緑
化
推
進
委
員
会
主
催
）
で
、

市
内
の
小
中
学
生
の
作
品
が
多
数
入
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
緑
の
募
金
」

を
活
用
し
、
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
、
県
下
の
小
・
中
学
校
か
ら
１

万
１
１
９
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
省
略
）

特

　
　選

　
日
向
小
　
　
５
年
　
山
口
　
樹
哉

入

　
　選

　
南
郷
小
　
　
５
年
　
阿
部
　
奈
桜

佳

　
　作

　
山
武
北
小
　
２
年
　
松
本
　
那
奈
子

　
成
東
小
　
　
３
年
　
宮
澤
　
一
希

　
大
平
小
　
　
３
年
　
渡
辺
　
七
海

　
南
郷
小
　
　
６
年
　
髙

　
大
誠

　
山
武
南
中
　
１
年
　
尾
髙
　
ち
は
や

　
山
武
南
中
　
１
年
　
野
老
　
美
乃
里

 

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　 

淺
葉
氏
を
委
嘱

第
62
回
左
千
夫
短
歌
大
会

い
　
ま

山
武
市
の
企
業
が
千
葉
の
ち
か
ら

　
　中
小
企
業
表
彰
を
受
け
ま
し
た
！

国
土
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

あ
さ
ば

は
る
お

３ 広報さんむ
2014. 月2 ２広報さんむ

2014. 月2


